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Introduction
整形外科において、多血小板血漿（Platelet rich plasma：以下
PRP）は急速に注目を集めてきました。PRPの治癒効果は血小
板により放出される成長因子によるものと考えられており、ACP
ダブルシリンジはPRPの分離を無菌操作で行うことができます。

Mechanism of Action
ACPを用いて調整したPRPは白血球濃度が全血以下となり、
血小板濃度が全血の約2－3倍に濃縮されます。5, 6, 7, 8 血管外で、
血小板は活性化し、成長因子等のタンパク質を放出します。
それらの成長因子は様々な組織治癒に関連し、相乗的に作用
すると考えられています。1, 2, 3

Major Effects of Growth Factors
 ■ 様々な種類の細胞への増殖、分化誘発（例：骨芽細胞、軟骨

芽細胞、腱細胞、筋細胞） 4, 8
 
■ 基質合成の促進（例：コラーゲン、プロテオグリカン）

 ■ 血管新生、細胞遊走

Features and Benefits
 ■ 採血～投与まで同一シリンジでPRPを無菌的に作成
 
■ 抗凝固剤不要
 
■ ACPを用いた変形性膝関節症に対する複数のLevel1 RCT 9,10,11
 
■ ACPを用いた軟部組織に対する複数の臨床研究12,13,14,15
 
■ クラスⅢ医療機器
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注意点：ACPダブルシリンジを包装から
取り出し、インナーシリンジを時計回りに
回し、ねじ込みのゆるみをなくしてくだ
さい（❶）。両方の内筒を押し込み、空気
を抜いてください（❷）。

オプション：赤いアウターシリンジの内筒
を引き、1.5mlの抗凝固剤（ACDA）を吸
引する。採血から30分以内にPRPを利用
する場合は抗凝固剤は不要です。

1500RPMで5分間遠心したら、慎重にシ
リンジを取り出してください。

注意点：成分が混ざらないように垂直に
して（赤いキャップがついている方が下向
き）シリンジを取り出してください。

静脈から約15mlの血液を採取してくだ
さい。完了したら、赤いキャップを取り付
けてください（注射針は付属品には含ま
れません）。

注意点：アウターシリンジ（赤い大きい方
のシリンジ）のみを引いてください。抗凝
固剤を用いる場合は血液と抗凝固剤を混
和するため、やさしく攪拌してください。

上清（PRP）をアウターシリンジからイン
ナーシリンジへ抽出するため、インナーシ
リンジの内筒を引き上げながらゆっくりと
アウターシリンジの内筒を押し下げてくだ
さい。

血液の入ったシリンジをバケットに設置し、
カウンターウェイトをシリンジと対側の
バケットに設置してください。

インナーシリンジを反時計回りに回転さ
せ、取り外し、針を装着すれば、すぐに使用
することができます。

オプション：術中に使用する場合、ACPを
滅菌カップに移し替える。
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販売名：Arthrex ACPダブルシリンジ システム
承認番号：30100BZX00227000

製品番号 製品名 包装単位 医療機器承認等番号

ABS-10010S ACPダブルシリンジ 5 30100BZX00227000
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Ordering Information

PRPを臨床使用するには「再生医療等の安全性の確報等に関する法律」の順守が必要です。
当該法に基づく手続きのサポートをご要望の際は弊社営業担当へご相談ください。
弊社より関連のサービスをご紹介いたします。


